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新型コロナウイルス感染拡大／各単組のとりくみ ＮＯ.８ 

２０２０年５月１３日 大生連事務局 

 連日のご奮闘に心から敬意を表します。連休明けの各単組のとりくみです。印刷して役員にお渡しく

ださい。 

（大阪市内） 

大 正 ①１０万円の特別給付金：収入認定されないことが分かり、「私も貰えるなんて、夢のようや」

（生活保護を利用している母子世帯）、「これで栄養のあるものを食べたい」と喜ばれている。

反面、身分証明になるものがないという不安の声もある。 

    ②大阪府休業要請支援金（以下・府支援金・中小企業 100 万円、個人事業主 50 万円を支給）の相談が多

い。おもに手続きの仕方。支援金を申請するために戸籍謄本が必要。１時間待ち。 

    ③区の生活保護の対応：家庭訪問はしていない。電話の聞き取りのみで保護を決定している。

職員は交替勤務。したがって生活保護申請は予約制。申請も早い。厚労省の４月７日の事務連

絡が生かされているし、職員が少ないので、申請から決定まで早くなったと考えられる。 

 港  ①生活保護：60 代女性・娘と 2 人暮らし、スナック店を経営：体が悪いのとコロナ禍で店を

やめた。娘は障がい者で働けない。生活保護を申請。電話で生活保護の相談が多い。 

②宣伝：「なんでも相談会」のビラは 1000 枚配布。 

西淀川 ①１０万円の特別支援金：相談が相次いでいる。相談内容は、給付金はいつ出るのか。身分証

明に何が必要かなど。ＰＣを持っていない人に情報が行き届いていない。 

    ②宣伝：ビラは 3000 枚を市営住宅中心に配布する。相談会も予定している。 

 北  ①府支援金：居酒屋経営者など申請手続きの対応に追われる。 

    ②府支援金の手続きの問題：煩雑。とくに添付書類の多さに問題がある。「フランスの業者や

個人の給付金は簡単だ。貸付ではなく給付金なのに、これだけの書類を揃えなければならない

とアカンのか」という声が上がっている。今のところインターネットでしか申請できないのが

問題だ 。問い合わせのコールセンターもつながらない。200 回かけてやっとつながった。 

休業要請支援金（府・市町村共同支援金）の添付書類（大阪府 HP より） 

①確定申告書、②収支内訳書、③開業日の翌月から昨年 12 月までの売り上げ、④開業届の写

し、⑤運転免許証など本人を確認する証明書、⑥店・施設の外観・内観・看板の写真 、⑦売上

減少を示す帳簿、⑧金融機関の通帳、⑨営業許可証、⑩賃貸契約書の写し、⑪戸籍謄本など。 

 旭  宣伝：1 万枚のビラ配布を計画。 

城 東 府給付金：手続きをどうしたらいいのか、という相談が多くなっている。 

住之江 生活保護：家賃が 4 万 2 千円で住宅扶助費をオーバー（大阪市の単身世帯の住宅扶助費は 4 万円）

しているからと言われ、申請させてもらえないと相談があった。4 月 7 日の厚生省事務連絡が生

かされていない。本人と共に福祉事務所に行く。 

此 花 ①市営住宅家賃減免の申請（新規・継続）を行っている。 

    ②国の持続化給付金：相談が増えている。相談は、給付金の内容と手続きの方法。1 月の税金
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申告のときは、申請書はネットだけだ。区役所にがまわって来ないのが問題だ 。 

    ③持続化給付金を申請したいという人：仕事があるといっていた建築業者が、大手ゼネコンが 

工事をストップさせたので、仕事が回ってこなくなった。 

鶴 見 ①府支援金の問題点：相談が相次いでいる。個人タクシーの男性から相談があったが、休業が

前提なので出ない。70％の減収なのに矛盾している。理髪店、美容院なども収入が激減して

いるのに対象外はおかしいという声が上がっている。大阪市や大阪府は、休業要請だけではな

く、収入減のところも保障すべき 。 

休業要請支援金（府・市町村共同支援金）の対象外の事業（抜粋）（大阪府 HP より） 

①スナック、②バー、③風俗店、④個室ビデオ店、⑤漫画喫茶、⑥インターネットカフェ、

⑦ダイニングバー⑧映画館、⑨演芸場、⑩貸会議室、⑪ゲームセンター、⑫マージャン店、

⑬囲碁・碁会所、⑭小中高大の各学校、⑮パソコン教室、⑯ダンス・バレー教室、⑰生け

花・茶道・書道教室、⑱学習塾など。 

    ②生活保護の申請：90 歳の無年金の女性。別世帯の娘が収入減に、面倒がみられないと相談。 

平 野 ①府の支援金：電気工事、建具屋、個人タクシーは対象外。おかしい。持続化給付金で対応し

てみる。 

    ②給付金関連：手続きの方法の問い合わせが多い。ＰＣを持っていない人がほとんど。会員に

は電話で知らせる。場合によっては事務所に来てもらって手続きを援助する。 

    ③宣伝：コロナ禍のもとでの制度知らせるビラ 5000 枚をまく。 

 

【4月度の生活保護の相談と申請】 

①相談は約 150 件ありました。 

②申請は約 100 件です。 

③現在集約の途中です。 

【給付金の問題点】 

 ①持続化給付金は、申請書を各役所に置くことが求められる。 

 ②府の支援金は、申請書類の簡素化が求められる（給付なのに店舗の写真なんか不必要）。 

 ③府の支援金は、対象範囲を広げる。 

 ④引き続き、4 月 7 日の生活保護に関する厚労省事務連絡の徹底が求められる。 

 ⑤以上、①に関しては全生連が要望します。②～③は大生連で要望書を作成します。 

 

引き続き、コロナウイルス感染には気をつけて、活動をお願いします。 

大生連事務局 


